
　
令
和
二
年
一
月
二
十
八
日（
火
）に
催
さ
れ
た

み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ
は
、（
株
）大
創
産
業
の
松
田

雄
大
氏
の
講
演
、
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し

た
。
今
や『
ダ
イ
ソ
ー
』と
言
っ
た
方
が
ピ
ン
と

く
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ダ
イ
ソ
ー
は
百

円
シ
ョ
ッ
プ
の
先
駆
者
で
、
本
社
は
広
島
県
東

広
島
市
で
す
。
ダ
イ
ソ
ー
の
商
品
は
、
文
具
・

化
粧
品
・
手
芸
材
料
・
キ
ッ
チ
ン
小
物
・
リ
ビ

ン
グ
用
品
・
玩
具
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
品
・
食

器
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
・
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
・

電
気
小
物
・
健
康
や
浴
用
製
品
等
、
数
え
切
れ

ま
せ
ん
。
商
品
も
、
品
質
や
デ
ザ
イ
ン
が
ど
ん

ど
ん
向
上
し
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
日
紹
介
さ
れ
た
商
品
は
、『
い
ざ

と
い
う
時
の
備
え
に
』グ
ル
ー
プ
の
防
災
用
品

八
点
と
、『
毎
日
の
生
活
を
も
っ
と
便
利
に
』グ

ル
ー
プ
の
生
活
用
品
五
点
で
し
た
。
防
災
用
品

か
ら
は
ペ
ン
型
非
常
用
簡
易
ラ
イ
ト
・
保
温
ポ

ン
チ
ョ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
オ
ル
等
。
生
活
用
品

か
ら
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
取
り
付
け
る
清
掃
ブ

ラ
シ
や
伸
縮
す

る
網
戸
用
ワ
イ

パ
ー
・
シ
リ
コ

ン
製
伸
び
ラ
ッ

プ
等
の
使
い
方

を
体
感
し
ま
し

た
。
ど
の
商
品

も
使
い
手
が
感

じ
た
小
さ
な
願

い
を
受
け
て
開

発
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま

し
た
。
例
え
ば
、
防
災
用
品
と
し
て
体
感
し
た

コ
ン
パ
ク
ト
タ
オ
ル
は
、
一
辺
が
３
～
４
㎝
の

消
し
ゴ
ム
の
よ
う
な
形
状
で
す
が
、
水
に
浸
す

と
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
状
に
な
り
、
百
円
で
６
～
８

個
入
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
同
じ
数
量
の
一
般

的
な
タ
オ
ル
を
防
災
グ
ッ
ズ
と
し
て
荷
物
に
詰

め
る
と
相
当
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
携
帯
下
着
は
５
枚
入
り
、
と
い

う
よ
り
も
、
小
さ
く
丸
め
て
５
個
入
り
で
百
円

で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
安
価
で
工
夫
さ
れ
た
商

品
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
、
参
加
者
の
方
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
化

粧
品
や
食
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
で
す
が
、
薬

事
法
に
則
っ
て
作
っ
て
い
る
商
品
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
品
物
が
必
要

な
場
合
は
店
舗
に
予
約
す
れ
ば
対
応
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
そ
う
で
す
。
要
望
と
し
て
は
、
店

内
に
は
多
種
多
数
の
商
品
が
並
ん
で
い
る
の

で
、
探
し
て
い
る
品
物
が
見
つ
け
や
す
い
工
夫

が
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

他
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
曜
日
表
示
等
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
松
田
氏
か
ら
も
、「
ダ
イ

ソ
ー
に
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
う
商
品
は
あ
り
ま

す
か
？
」と
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
の

で
、
ま
す
ま
す
商
品
数
が
増
え
そ
う
な
気
配
で

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
規
模
は
少
し
小
さ
い
の
で
す
が
、

ダ
イ
ソ
ー
の
他
に
も
百
円
シ
ョ
ッ
プ
が
数
社
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
扱
っ
て
い
る
商
品
の
ジ
ャ

ン
ル
に
特
徴
が
見
ら
れ
て
、
利
用
頻
度
は
増
え

る
一
方
で
す
。
百
円
シ
ョ
ッ
プ
恐
る
べ
し
で
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ
開
催
後
、

程
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
起
こ

り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
は
お
ろ
か
除
菌
商
品
の
類

ま
で
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
か
ら
消
え
ま
し
た
。
そ

の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
店
舗
で
高
額
で
販
売
さ
れ

る
事
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
ダ
イ
ソ
ー
や
他
の

百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
、
除
菌
シ
ー
ト
が
い
つ
も
の

よ
う
に
百
円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け

た
時
は「
さ
す
が
！
」と
感
心
し
ま
し
た
。
安
価

で
良
い
商
品
を
開
発
す
る
た
め
に
並
々
な
ら
ぬ

努
力
を
続
け
て
い
る
百
円
シ
ョ
ッ
プ
に
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
沼
尻
）

　
い
つ
も「
幸
せ
の
黄
色
い

レ
シ
ー
ト
活
動
」を
応
援
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
贈
呈
式
４
月

11
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中

止
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
日
イ
オ
ン
様
よ
り

連
絡
が
あ
り
、
１
年
間
の
実
績
に
よ
り
３
８
，

９
０
０
円
の
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
金
は
み
ん
ラ
ボ
活
動
費
と
し
て
有

効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
毎
月
11
日
の「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
」の

日
に
は
、
今
後
と
も
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。�

（
篠
原
、
星
、
鵜
川
）

保温ポンチョの体験風景

「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト

活
動
」
と
贈
呈
式

￥

レシート

￥

レシ
ート

第72回みんラボカフェ
最
新
百
円
シ
ョッ
プ
グ
ッ
ズ

目
で
見
て
触
っ
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

令和２年
（2020年）
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①
み
ん
ラ
ボ
登
録
会
員
に
つ
い
て

　
現
在
約
２
５
０
名（
54
～
92
歳
）

　

�

つ
く
ば
市
中
心
に
県
南
地
域
在
住
の
高

齢
者（
平
均
年
齢
74
・
64
歳
）が
登
録

②
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ

●�

第
65
回（
４
／
26
）未
来
の
ス
ー
パ
ー
：

完
全
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
時
代
が
や
っ

て
く
る　
（
株
）カ
ス
ミ　
高
木
健
一
氏

●�

第
66
回（
５
／
21
）ア
ク
テ
ィ
ブ
な
高

齢
者
の
た
め
の
食
事
と
電
子
レ
ン
ジ

活
用
術　

秋
田
市
管
理
栄
養
士（
食

n
a
v
i
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）　

木
村
ま

ゆ
み
氏

●�

第
67
回（
６
／
28
）ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

で
き
る
健
康
管
理　

富
士
通
コ
ネ
ク

テ
ッ
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ（
株
）　
宮
崎

栄
治
氏

●�

第
68
回（
７
／
24
）食
べ
た
い
も
の
を
当

て
ま
す
‼
表
情
と
視
線
か
ら
興
味
・
関

心
を
推
定
す
る
技
術　

沖
電
気
工
業

（
株
）　
赤
津
裕
子
氏

●�

第
69
回（
９
／
21
）ニ
セ
電
話
詐
欺
：
そ

の
現
状
を
知
り
、
対
策
を
考
え
る　
茨

城
県
警
察
本
部
ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
室

　
青
木
智
也
氏

●�

第
70
回（
10
／
30
）変
わ
り
ゆ
く
図
書

館
：
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？　
筑
波
大

学
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系　
溝
上
知

恵
子
先
生

●�

第
71
回（
11
／
26
）楽
に
立
ち
上
が
り
、

す
っ
と
動
く
：
新
し
い
乗
り
物
か
ら
日

常
生
活
を
考
え
る　
筑
波
大
学
シ
ス
テ

ム
情
報
系　
江
口
洋
丞
氏

●�

第
72
回（
１
／
28
）最
新
１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
グ
ッ
ズ
：
目
で
見
て
触
っ
て

体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
（
株
）大
創

産
業　
松
田
雄
大
氏

③�

２
０
２
０
年
度
み
ん
ラ
ボ
カ
フ
ェ

　
（
※
総
会
時
点
で
の
予
定
で
す
）

●�

第
73
回
・
ド
ロ
ー
ン
っ
て
何
？
無
人
航

空
機
の
あ
る
生
活
・
社
会
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
！（
つ
く
ば
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル　
中
山
氏
）

●�

第
74
回
・「
見
え
る
電
話
」
を
見
て
み

よ
う
！（
N
T
T
d
o
c
o
m
o
）

●�

第
75
回
・
燃
え
に
く
い
服
は
な
ぜ
必
要

か（
仮
）（
信
州
大
学　
若
槻
薫
先
生
）

④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

●
み
ん
ラ
ボ
広
報
誌
活
動

　

�

み
ん
ラ
ボ
四
季
報
第
15
号
：
10
月
１
日

発
行

　

�

み
ん
ラ
ボ
四
季
報
第
16
号
：
４
月
１
日

発
行

●
「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
」
活
動

　

�

毎
月
11
日
イ
オ
ン
デ
ー（
イ
オ
ン
モ
ー

ル
つ
く
ば
）

●�

２
０
１
９
年
度
の
み
ん
ラ
ボ
新
サ
ー
ク

ル
：
私
の
未
来
／
み
ん
な
の
未
来
を
考

え
る
「
未
来
の
会
」
を
一
年
間
実
施
し

ま
し
た

⑤�

２
０
１
９
年
度
の
み
ん
ラ
ボ
活
動
：

使
い
や
す
さ
の
検
証
と
研
究
活
動

●�

小
型
移
動
車
と
歩
行
者
の
間
の
「
や
り

と
り
」
を
考
え
る

●�

さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製
品
と
使
い
や
す
さ

＆
長
期
利
用
調
査

●�

高
齢
者
と
若
年
成
人
に
よ
る
共
同
活
動

と
対
話
研
究
：
ど
ん
な
風
に
良
い
こ
と

が
あ
る
の
？
何
が
難
し
い
の
？

●�

「
対
話
」
の
訓
練
な
ど
認
知
心
理
学

研
究
：
文
章
の
わ
か
り
や
す
さ
、
メ

ニ
ュ
ー
の
わ
か
り
や
す
さ
、
等

⑥
放
送
大
学
で
「
み
ん
ラ
ボ
」
が
教
材
に
！

　

放
送
大
学
「
ユ
ー
ザ
ー
調
査
法
」

（
２
０
２
０
年
度
～
担
当
高
橋
秀
明
）の
第

12
回
「
実
践
研
究
」
に
お
い
て
、
み
ん
ラ

ボ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
‼

⑦�

２
０
１
９
年
度
事
務
局
メ
ン
バ
ー

移
動
　（
３
月
）

●
離
任
者

◦�

ラ
ボ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
渉
外
担
当　
松
村

富
士
子

◦�

研
究
員
：
田
中
伸
之
輔
、
広
瀬
拓
海
、

田
中
笑
子

●
事
務
局
メ
ン
バ
ー
紹
介

◦
ラ
ボ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　
浜
崎
藍

◦
研
究
員　
鷹た
か

阪わ
き

龍
太

　
安あ
ん

久き
ゅ
う

絵
里
子

☀
「
使
い
や
す
い
」
モ
ノ
づ
く
り
を
通
し

て
少
し
で
も
良
い
社
会
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
‼�

（
本
田
）

２
０
１
９
年
度
活
動
報
告

みんラボ総会報告第８回
2019年度

　
第
８
回
み
ん
ラ
ボ
総
会
は
２
月
28
日
に
会
員
及
び
関
係
者
約
30
名
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
の
研
究
成
果
が
ポ
ス
タ
ー
で
掲
示
さ
れ
、
研
究
内

容
の
解
説
や
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
活
動
状

況
の
報
告
や
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
つ
つ
が
な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

概
要
を
以
下
の
通
り
報
告
い
た
し
ま
す
。
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離任挨拶� 　

総会・展示コーナーで「未来の会」活動デモンストレーション！

「ハッピーエンディングカード」ゲーム体験

田中　伸之輔　私は8年間にわたりみんラボで研究活動
を行ってきましたが、2020年3月をもってみんラボを
離任することになりました。2020年4月からは、日立
製作所、研究・開発グループに所属し、人の生活を支え
るモノやシステムの研究・開発を行っています。みん
ラボカフェや調査で耳にした、会員の皆様の「社会のた
め、未来のため、もっとこうしてほしい/こうしなきゃ
いけないよ」というご意見を少しでも実現できるように
頑張ってまいります。
広瀬　拓海　私、広瀬拓海は2020年3月に筑波大学大
学院の博士課程を修了することになり、それと同時にみ
んラボからも離れることになりました。私は、これまで
主にコミュニティ活動の場で会員の皆様とお会いするこ
とが多かったのですが、昨年度は短い期間ではあるもの
の、研究員としてみんラボに参加しました。会員の皆様
とお会いするたびに、皆様の身の回りのことへの問題意
識の高さや、鋭い視点からたくさんの刺激を受け、多く

　2020年3月をもって、ラボマネージャーの松村�富士子、研究員の田中�伸之輔、広瀬�拓海、田中�笑子の3名が離
任いたしました。研究員３名の離任のご挨拶を掲載しましたのでご覧ください。� （安久）

　2019年度、みんラボ第8回総会の資料展示コーナーに
おいて、「未来の会」が活動成果をユニークな形で公開し
ました。「未来の会」については、前号の「みんラボ四季
報」16号において活動内容を紹介いたしましたが、今回は
「ハッピーエンディングカード」という媒体を使って、参加
者が加齢に伴うリスク体験をしてみるというゲーム形式の
プレイを行ってみました。
　ゲームは9カテゴリーに区分された49枚のカードを使っ
て、参加者（相談者）が主催者（質問者）のリードで、一緒に
これからのセカンドライフに起こりうることを疑似体験す
るという試みです。
　9カテゴリーの区分は「1．前向きな人生の取り組み�2．セ
カンドライフプランニングの取り組み�3．病への備え�4．介
護・看取り�5．終末期医療�6．葬儀�7．埋葬・墓�8．財産
を遺す�9．思いを遺す」で、9種の区分カードの49枚には

具体的な説明がついて
います。これをめくっ
てそのカードの内容に
対して、「備えがある、
またはしなくてもいい」
と思ったことにはYes。
「備えができていない」
ということにはNoの判

定をし、分類をしていく。そし
てNoに区分されたカードのみを
使い、H

ハ ッ ピ ー
appy「備える必要がな

い、やる必要がない」とR
リスク
isk「死

ぬまでにやっておきたい」とに
仕分けする。これによって、最
後に相談者は、R

リスク
iskに置かれた自分のカードを見て、

今後、わが身に降りかかるかもしれないリスクがリアル
に想像できるという、ゲーム形式での実験です。
　これを相談者が、質問者のリードで仕分けることによ
り、これから自分の未来について考えたり、決めたりす
る必要のある事柄が、だんだん明らかになってくるとい
う仕組みです。当日の「相談者」の結果を見ると、「4．介護・
看取り」と「5．終末期医療」の問題がリスクとして一番多
く取り上げられ、｢死ぬまでにやっておきたい、やらない
と後悔する｣という大事な課題が大きく浮かび上がってき
ました。総会資料展示コーナーには当日、多数の参加者
に対応する為、カード枚数を少なく8枚に簡略化して主催
者側と参加者が相対してゲームを行うという方法とりま
したが、正規に49枚のカードを使ってプレイしてみると、
自分の未来に対する問題点がかなり明確にうかびあがっ
てくると思います。この体験コーナーは、大変な人気で、
多くの人に参加していただきました。� （根岸）

の気づきをもらってきました。このことは、私にとって
大切な財産です。最後になりましたが、大学院に入学し
たばかりの頃から、長い期間にわたって会員の皆様には
お世話になりました。あらためてお礼を申し上げます。
田中　笑子　昨年8月から1年弱と短い間でしたが、研
究員としてみんラボカフェや、「話しかけ」に関する調査
などを担当させていただき、大変お世話になりました。
今は武蔵野大学看護学部講師として、保健師、看護師の
育成と、地域の中で自分らしく暮らし続けるための健康
科学研究に力を注いでいます。授業や学生支援も遠隔実
施のため、慣れないツールに苦戦中です。誰にとっても
「使いにくい」点を見いだし、「使いやすさ」を科学するみ
んラボの意義を改めて感じています。至らぬ点ばかりの
私でしたが、専門も経験も性格も多彩なみんラボの皆様
と縁あってご一緒できましたこと、人生の宝物です。本
当にありがとうございました。
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【みんラボ会員】
石橋、鵜川、篠原、東海林、
田内、沼尻、根岸、星、本田

【筑波大学大学院生】
石井、岩根

【教員スタッフ】
原田、茂呂、葛岡、須藤

【みんラボ事務局】
浜崎、安久、鷹阪

編集者紹介

■市役所・官公庁
つくば市役所・関係部署
つくばみらい市役所
牛久市役所
守谷市役所
阿見町役場

■筑波大学および病院関係
筑波大学
筑波大学附属病院
筑波メディカルセンター病院
筑波記念病院
筑波学園病院

■市・公共団体
つくば市社会福祉協議会
みどりの風（旧つくば市民大学）
つくば市民活動センター
つくば市ふれあいプラザ
阿見町中央公民館
阿見町本郷ふれあいセンター
阿見町君原公民館
阿見町かすみ公民館
阿見町舟島ふれあいセンター
牛久市社会福祉協議会
牛久市シルバー人材センター
牛久市エスカードビル
牛久市生涯学習センター
牛久市ボランティアセンター
牛久市中央図書館

が置いてあるところ

　
二
〇
二
〇
年
七
月
に
東
京
で

開
催
さ
れ
る
二
回
目
の
“
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
”
。
私
た
ち
国
民

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を

信
じ
、
と
て
も
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
新

年
に
な
っ
て
間
も
な
く
“
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
”
と
い
う
目

に
見
え
な
い
新
し
い
感
染
症

が
、
日
本
に
も
発
生
し
ま
し

た
。
人
か
ら
人
に
伝
染
す
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
国
民
は

パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
恐
怖
を
感

じ
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
入
国

が
禁
じ
ら
れ
、
国
内
の
旅
行
も

禁
止
に
な
り
、「
三
密
」
を
避

け
、
飲
食
店
や
デ
パ
ー
ト
も
閉

店
に
な
り
ま
し
た
。
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
も
な
く
な
り
、
東
京
の
街

か
ら
人
々
の
姿
が
消
え
ま
し

た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
仕
事
は

テ
レ
ワ
ー
ク
に
切
り
替
わ
り
、

学
校
も
休
校
で
授
業
も
オ
ン
ラ

イ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
政
府
か

ら
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
毎
日
感
染
者
が
増
え
続

け
、
若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
死
者
も
た
く
さ
ん
出
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

治
す
新
薬
の
開
発
に
力
を
入
れ

る
研
究
者
や
防
護
服
を
着
用
し

て
患
者
さ
ん
た
ち
を
診
察
す
る

医
療
関
係
者
の
努
力
も
あ
り
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
体
検
査
も
一

斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。
平
和

だ
っ
た
日
本
が
、
こ
ん
な
状
態

に
な
る
こ
と
を
誰
も
想
像
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
齢
者
の

人
た
ち
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が

中
止
に
な
り
、
家
で
過
ご
す
時

間
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
体
力

や
気
力
も
減
退
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
三
密
を
避
け
る
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

罹
ら
な
い
よ
う
に
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。�

（
鵜
川
）

編
集
後
記

　
み
ん
ラ
ボ
研
究
員
の
鷹
阪
龍
太
で
す
。
今
回
は

緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
生
活
の
感
想
を
書
い
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
っ
て
私

が
経
験
し
た
最
も
大
き
な
変
化
は
「
移
動
が
な
く

な
っ
た
」
こ
と
で
し
た
。
打
合
せ
や
研
究
会
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

自
宅
か
ら
の
参
加
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
面
識
の
あ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
、
知
っ
て
い
る
研
究
分
野
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
は
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
負
担
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
一
方
で
、
新
し
い
人
間
関
係
を
構
築

す
る
の
は
難
し
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
既
に
よ
く
知
っ
て
い
る
人
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
話
を
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
偶

然
居
合
わ
せ
た
人
と
仲
良
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は

難
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
以
前
は
、
学
会
会
場

で
た
ま
た
ま
目
に
し
た
研
究
ポ
ス
タ
ー
の
お
か
げ

で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
研
究
分
野
を
新
し

く
知
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
物
に
対
す
る
需
要
も
変
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
頻
繁
に
移
動
を
し
て
い
た
の
で
、

「
電
池
が
長
持
ち
で
」「
コ
ー
ド
類
が
少
な
く
」「
軽

い
」
携
帯
用
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
中
心
に
使
用

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
移
動
を
す
る
こ
と

が
な
く
な
る
と
、
持
ち
運
び
の
し
や
す
さ
よ
り

も
、「
性
能
」
や
「
節
電
」
を
重
視
し
て
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
通
信
方
法
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
コ
ー
ド
類

が
増
え
て
も
デ
ー
タ
の
転
送
速
度
が
速
い
こ
と
を
、

モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
持
ち
運
び
が
し
や
す
い

よ
う
な
画
面
が
小
さ
く
軽
い
も
の
か
ら
、
目
が
疲

れ
な
い
よ
う
に
画
面
が
大
き
く
見
や
す
い
こ
と
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
私

自
身
が
い
ろ
い
ろ
と
変
化
を
実
感
し
、
ま
た
社
会

が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
の
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
数
か
月
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

　
皆
様
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
鷹
阪
）
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